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本
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
各

種
経
営
管
理
デ
ー
タ
の
具
体
的
な
利
用

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

医
療
法
人
立
Ａ
病
院（
一
般
病
床
１ 

１
０
床
）は
、
単
身
者
や
新
婚
家
庭
な

ど
若
い
世
代
が
住
民
の
大
半
を
占
め
る

関
東
圏
の
あ
る
地
域
で
、
消
化
器
外
科

を
中
心
に
確
た
る
基
盤
を
築
い
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
盛
期
に
１
日
３
５ 

０
人
だ
っ
た
外
来
患
者
は
現
在
、
２
０ 

０
人
前
後
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
入
院
患
者
も
減
少
傾
向
に
あ
る
う

え
、
病
床
利
用
率
は
74
％
前
後
。
お
ま

け
に
平
均
在
院
日
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
10
対
１
入
院
基
本
料
を
維
持

す
る
た
め
に
、
近
隣
の
眼
科
診
療
所
と

連
携
し
、
１
泊
２
日
の
白
内
障
手
術
を

引
き
受
け
て
い
ま
す
。

同
院
で
は
病
院
の
建
て
替
え
時
期
が

迫
っ
て
い
ま
す
が
、
医
局
会
議
で
は
、

建
て
替
え
よ
り
も
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
更

新
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
、
手
術
室
の
充
実

な
ど
を
優
先
し
て
近
隣
の
Ｂ
病
院
４
０ 

０
床
と
対
抗
す
べ
き
と
の
意
見
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
、
こ
う
し
た
状
況
に

事
務
長
は
頭
を
抱
え
て
し
ま
い
、
弊
社

に
相
談
に
み
え
ま
し
た
。

ー
ジ
は
、
患
者
獲
得
力
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
ま
す（
図
表
２
）。
上
段
は
新

規
患
者
を
集
め
る
力
、
下
段
は
再
来
新

患
す
な
わ
ち
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る

力
で
す
。

Ａ
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
消
化
器
外
科

専
門
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
が
、
職
員
の
高
齢
化
や

従
来
ど
お
り
の
手
術
中
心
型
の
医
療
を

続
け
て
き
た
結
果
、
患
者
の
減
少
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
事
実
、
同

院
の
職
員
の
平
均
年
齢
は
42
歳
で
、
そ

の
う
ち
看
護
師
の
平
均
年
齢
は
46
歳
と

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
医

師
の
平
均
年
齢
も
60
歳
を
超
え
て
お

り
、
50
代
の
内
科
系
医
師
が
病
院
の
中

心
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
新
規
患
者
を
集
め
る
力
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
の
で
す
。
こ
の
事
実
を
病
院

経
営
幹
部
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
、
経

営
管
理
デ
ー
タ
が
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
入
院
患
者
確
保
ル
ー
ト
の
分
析

デ
ー
タ
を
、
10
年
前
と
現
在
と
で
比
較

し
て
み
ま
し
た（
図
表
３
）。
外
来
や
救

急
搬
送
か
ら
の
入
院
患
者
が
減
少
し
、

病
院
の
長
期
戦
略
を
考
え
る
際
に

は
、
最
初
に
病
院
の
現
在
の「
経
営
ス

テ
ー
ジ
」（
図
表
１
）を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
横
軸
が
開
業
か
ら
の
年

数
、
縦
軸
が
医
業
収
入
で
、
収
入
線
は

凸
型
の
カ
ー
ブ
を
描
き
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
推
移
を
、
草
創
期
・
成
長
期
・

安
定
期
・
収
縮
期
に
分
け
て
考
え
て
い

ま
す
。

草
創
期
は
新
規
参
入
し
て
新
し
い
患

者
を
獲
得
し
て
い
く
時
期
、
成
長
期
は

リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
つ
つ
収
入
の
増

大
を
図
る
時
期
、
そ
し
て
、
地
域
の
な

か
で
一
定
の
基
盤
を
固
め
た
安
定
期
と

続
き
ま
す
。

安
定
期
の
な
か
で
も
後
半
は
、
世
代

交
代
や
新
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
に
よ
り
Ｖ

字
回
復
を
図
り
、
再
び
成
長
期
に
入
る

の
か
、収
縮
期
を
迎
え
て
し
ま
う
の
か
、

「
瀬
戸
際
」に
あ
る
時
期
で
す
。
安
定
期

と
は
、
収
縮
期
の
前
夜
と
も
言
え
る
時

期
な
の
で
す
。

Ａ
病
院
は
、
ま
さ
し
く
安
定
期
の
後

期
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
何
か
手
を

打
た
な
け
れ
ば
収
縮
期
を
迎
え
ざ
る
を

得
な
く
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
４
つ
の
経
営
ス
テ 

長
期
戦
略
構
築
の
第
一
歩
は

「
経
営
ス
テ
ー
ジ
」の
認
識

紹
介
患
者
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
眼
科
診
療
所
と
提

携
し
た
１
泊
２
日
の
白
内
障
手
術
は
そ

の
典
型
例
で
し
ょ
う
。
紹
介
患
者
の
６

割
が
後
期
高
齢
者
だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
搬
送
の
内
容
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
10
年
前
は
外

傷
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
高

齢
者
の
急
性
増
悪
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

も
は
や
、
Ａ
病
院
は
消
化
器
外
科
の

病
院
で
は
な
く
、
高
齢
者
医
療
を
担
う

病
院
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。そ
こ
で
、

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
と
在
宅
か

ら
の
入
院
患
者
確
保
ル
ー
ト
を
拡
充
す

る
体
制
を
提
案
し
ま
し
た
。

医
局
会
議
で
は
、
新
規
入
院
患
者
を

若
い
内
科
系
の
医
師
が
担
当
す
る
こ
と

で
、
紹
介
ル
ー
ト
と
在
宅
ル
ー
ト
を
拡

充
す
る
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、看
護
職
員
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

看
護
補
助
者
に
は
可
能
な
限
り
若
年
の

職
員
を
採
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

Ａ
病
院
が
中
長
期
的
に
選
択
し
た
道

は
、
高
齢
者
の
救
急
対
応
型
医
療
機
関

で
す
。
そ
の
た
め
は
、
他
の
医
療
機
関

や
介
護
施
設
と
の
強
力
な
連
携
を
深
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
同
院

で
は
、
精
神
科
病
院
と
の
連
携
に
よ
り

認
知
症
患
者
の
対
応
も
図
る
こ
と
も
考

え
ま
し
た（
図
表
４
）。

病
院
の
生
き
残
り
戦
略
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
病
院
の

事
例
は
、
高
齢
者
の
救
急
対
応
型
医
療

機
関
へ
の
路
線
変
更
だ
っ
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、経
験
則
に
な
り
ま
す
が
、

高
齢
者
施
設
の
入
居
者
・
利
用
者
が
４ 

０
０
人
い
れ
ば
、
そ
の
連
携
の
中
核
に

あ
る
病
院
に
は
常
時
20
人
か
ら
40
人
の

入
院
患
者
が
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
利
用
者
が
４
０
０
人
い
れ

ば
、
こ
こ
か
ら
も
20
人
か
ら
40
人
の
入

院
患
者
が
見
込
め
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
地
域
密
着
型
の
病
院
に

は
、
高
齢
者
の
救
急
医
療
を
担
う
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。

こ
う
し
た
路
線
変
更
に
よ
っ
て
、
Ａ

病
院
は
、
安
定
期
の
後
期
か
ら
リ
ス
タ 

ー
ト
し
、
新
た
な
成
長
期
に
向
け
、
新

規
入
院
患
者
の
獲
得
を
図
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
安
定
期
の
後
期
に
は
、
病
院

幹
部
が
過
去
の「
成
功
体
験
」に
縛
ら
れ

る
あ
ま
り
、
病
院
の
新
コ
ン
セ
プ
ト
を

な
か
な
か
構
築
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

次
号
で
は
、
別
の
路
線
変
更
を
行
っ

た
病
院
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま
す
。

入
院
患
者
確
保
ル
ー
ト
を

分
析
・
検
討
す
る

地
域
密
着
型
中
小
病
院
の

生
き
残
り
策

図表1　病院の経営ステージ

医
業
収
入

草創期

成長期

安定期 サービス修正・市場修正
イノベーションなど

収縮期

時間経過 介護老人
保健施設

有料老人ホーム
高齢者専用
賃貸住宅

特別養護老人ホーム

高齢者の救急対応型病院

訪問看護

認知症治療病棟

グループホーム
ショートステイ

一般病床50〜100床
看護基準１０：１

図表４　高齢者の救急対応型医療機関としてのネットワーク

図表３　Ａ病院の入院患者確保ルート

平成12年2月
平成22年2月

外来から

26
12

救急搬送
から
98
82

他院紹介
から

0
38

在宅医療
から

0
0

合計

124
132

図表２　病院の経営ステージと患者獲得

新規患者数

再来新患数
（リピーター）

草創期 収縮期安定期成長期

再来新患数=初診数−新患数

経営管理データに見る経営管理データに見る病院改善策

Ａ
病
院（
一
般
１
１
０
床
）の

事
例
を
考
え
る

経営管理データを 
中長期計画策定に活かす
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